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奈良県川迫花崗岩体花崗斑岩中のアルカリ長石の微細組織の離溶メカニズム

Exsolution mechanisms of microtexture of alkali feldspar in granite porphyry from the
Kose granitic mass, Nara, Japan
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造岩鉱物の微細組織は生成された鉱物の成長履歴を反映しそれを含む岩石の履歴に関する情報を与えてくれる．例え
ば，離溶組織は冷却速度に密接に関連する．酸性火成岩中の重要な鉱物の一つであるアルカリ長石は結晶内のアルカリ
イオンの拡散が比較的速いために一般的に他の珪酸塩鉱物と比べ大きい離溶組織を形成する．したがって，アルカリ長
石中の離溶組織の研究は珪長質岩石の冷却史を推定する上で重要である．本研究では斑岩中のアルカリ長石の微細組織
を偏光顕微鏡，SEM，TEMを用いて観察し，その成因を検討した．研究に用いた岩石試料は紀伊半島中央部に分布する
大峯酸性岩類の川迫岩体中の花崗斑岩である．花崗斑岩は斑晶として石英，アルカリ長石，斜長石，黒雲母，菫青石を
含み，石基も同じ鉱物組み合わせからなる．
アルカリ長石斑晶は石英の包有物によりコア（Or54-64）とリム（Or63-67）に分けられる．光学顕微鏡及び SEM下で

は，アルカリ長石斑晶のコア内にパーサイト組織が全く観察されない均質に見える部分とマイクロパーサイトとが観察
された．中には両者が結晶外形にほぼ平行に累帯配列している結晶も存在する．
均質に見える部分はクリプトパーサイトに相当し，TEM下で非常に細かいラメラ状組織が観察された．その領域の化

学組成は Or54-63である．ラメラの境界は不明瞭で，ラメラの分岐も観察される．ラメラの波長は約 50nmでその周期
性は良い．これらの特徴からクリプトパーサイトはスピノーダル分解過程により形成されたと推定される．一方，光学
顕微鏡及び SEM下観察されたマイクロパーサイトはラメラ状組織を示し，Abに富むラメラは直線的である．ラメラの
波長は約 0.8μmで周期性は悪い．化学組成は Or60-64で，クリプトパーサイトよりもわずかに Orに富む．TEM下で
は隣り合うラメラ界面はシャープであった．これらの特徴からマイクロパーサイトは核形成－成長過程により形成され
たと推定される．
酸性火成岩のアルカリ長石から離溶により形成されたクリプトパーサイト及びマイクロパーサイトの共存が報告され

ている（e.g.橋本ほか, 2005; Lee et al., 1995）．Lee et al. (1995)は Shap花崗岩に産するアルカリ長石からフィルム状マイ
クロパーサイトの間にプレイトレット状クリプトパーサイト（幅＜ 75nm）が形成されていることを報告した．彼らはマ
イクロパーサイトが初めに高温で不均質核形成により形成し，低温で均質核形成によりクリプトパーサイトがマイクロ
パーサイトの間で成長したと推定し，両者は異なるステージで形成されたと考えた．一方，本研究では，ラメラ状クリ
プトパーサイト及びマイクロパーサイトの共存が２つの離溶メカニズム（スピノーダル分解と核形成成長過程）により
形成されたと推定される．相変化のカイネティクスの検討から，両者はそれぞれ組成の異なる領域からほぼ同じステー
ジで形成されたことが示唆される．
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